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　メディアでは、ついに日本でもアマゾンが生鮮食品の宅配に乗り
出したとか、セブンイレブンもアスクルと組んでそれを迎え撃つと
か、生活協同組合がこれまで数十年かけて築き上げてきた事業を
あっというまに凌駕するかのようなビジネスのプランが飛び交って
います。生産者や配送従事者はどうにでもなるといわんばかりの粗
雑な構想であるようにも感じますが、時間指定をして数時間待つだ
けで自宅に何でも届けられるというような時代が、本当にやってく
るのでしょうか。そうした究極の利便性の犠牲になるのは、今度は
誰なのか、気になります。（志）
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表紙紋様「紗綾地雪輪雨龍」 
　地の紗綾型は、卍を組み合わせた文様で、吉祥紋のひとつとして知
られています。雪輪の中にあしらわれているのは雨龍紋で、水に関連
する文様と組み合わされることが多いです。雪輪文様は、六角形の雪
の結晶から生まれ、「六花」と呼ばれてきました。結晶を見ることが
できない昔から使われてきた、不思議な図案です。雪輪文は江戸庶民
の間で大流行し、様々な組合せが生まれました。ひとつの雪輪につき
一匹の雨龍がいる、儚げなイメージがありつつもどこかユーモラスで
親しみをもたせる文様と言えるのではないでしょうか。
 　　　　　   　　　　田内隆司／京小紋画像提供 （田内設計事務所）
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